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こんにちは 松坂みち子 です

「
風
立
ち
ぬ
」
を
見
ま
し
た
。
こ
の

映
画
は
飛
行
機
が
大
好
き
な
少
年
・
堀

越
二
郎
氏
の
、
関
東
大
震
災
前
か
ら
戦

後
ま
で
の
半
生
を
つ
づ
っ
た
作
品
で
す
。

正
面
か
ら
反
戦
を
訴
え
た
映
画
で
は
な

い
と
は
い
え
、
飛
行
機
を
も
っ
と
軽
く

す
る
こ
と
が
課
題
の
と
き
に
は
「
機
関

銃
を
積
ま
な
け
れ
ば
軽
さ
は
十
分
だ
け

ど
ね
」
と
笑
い
飛
ば
し
、
戦
争
が
終
わ
っ

た
後
に
は
「
一
機
も
帰
っ
て

こ
な
か
っ
た
」
と
つ
ぶ
や

く
、
な
ど
の
シ
ー
ン
に
、

そ
の
意
思
は
込
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

彼
の
飛
行
機
へ
の
思
い

は
、
彼
が
生
き
た
時
代
が

戦
時
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
「
零
式
戦
闘
機
」
と
な
っ

て
表
現
さ
れ
た
け
れ
ど
、

も
し
平
和
な
時
代
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
飛

行
機
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

映
画
の
中
で
夢
に
出
て
き
た
よ
う
な
、

お
客
さ
ん
を
た
く
さ
ん
乗
せ
て
飛
ぶ
楽

し
い
飛
行
機
で
し
ょ

う
か
。

見
終
わ
っ
て
、

そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
し
ま
い
ま
し

た
。

みち子のひとりごと

忙中閑あり

ご一緒に行きましょう
秋のバスツアー

集合場所と出発時間

芦原診療所前コンビニ 7:30

紀陽銀行屋形支店 7:35

黒田ヒダカヤ 7:45

中之島共栄市場 7:50

生協病院 8:00

紅葉の高野山と龍神温泉を訪ねて
10月1
7日

費用・・・5000円
バス、昼食、拝観料、ガイド料、

保険料等

※龍神温泉入浴料700円は
含みません

問い合わせ・申し込み
ふじい健太郎

080-1434-8240
松坂みち子

090-1702-7310

主催：日本共産党中ブロック後援会
後援会員に限りません。どなたでも

参加大歓迎です。お待ちしています。



こんにちは松坂みち子です No.148

わかやま住民要求研究集会
日時 １０月１２日（土）
全体集会 10:00～12:20

記念講演 岡田 知弘 氏
（京都大学大学院教授・自治体問題研究所理事長）

「憲法の生きる地方政治めざして」
分科会 13:10～16:30

①子育て・教育 ②医療・福祉・介護 ③産業・経済・町づくり
④防災 ⑤環境・住民運動

全体集会 16:40～17:00

場所 和歌山県民文化会館 （3Ｆ特設会議室他）

主催 わかまや住民運動研究集会 実行委員会

中学校給食を食べました

24年度10月から市内一部の中学校

で始まった給食。給食とはいえ、希望

者だけお弁当を注文するというもので

す。子どもたちがどういうものを食べ

ているのか、議会で注文し食べました。

１食596円。保護者負担は1食300円

です。

メニューは麦ごはん、照り焼きハン

バーグ、野菜サラダ、ハムともやしの

ソテー、カリカリごぼうです。味は悪

くはありませんが、おかずが冷たくなっ

ています。実際に学校では、どのくら

い保温が効いているのでしょうか。

やっぱり、学校で作った暖かい食事

をみんなでいただいてこそ「給食」と

言えるのではないかと思います。

渡辺忠広議員の一般質問

気象庁が新たに運用を開始した「特

別警報」について渡辺市議は、和歌山

市の防災無線が50％程度の市民しかカ

バーしていないことをあげて対応をた

だし、池永危機管理局長は、防災無線

の増設や登録者に防災無線の内容をメー

ル配信することなどを上げ「情報伝達

の強化を図っていく」としました。

避難路について渡辺市議は、「生活

道路整備に関する計画が立案されてい

ない」という包括外部監査を示し整備

促進を要求。大橋建一市長は「整備の

優先順位を決める基準を策定する必要

がある。周辺道路の整備状況、防災面、

利用予測、地域の協力体制なども勘案

し評価できるものとなるよう検討する」

と答弁し、また4000人以上が参加し

た木本地区連合自治会による避難訓練

のなかで地域要求とし

て出た木本小学校以北

の道路拡張について、

川端正展建設局長は

「事業化に向け検討し

たい」など答弁しまし

た。


